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岩手大学が全学共通教育科目として開講

する「持続可能なコミュニティーづくり実践

学」に本会の佐々木孝道理事長が今年も講師

として招かれました。 

6月 17日午後6時 10分から90分の時間枠

で「自分たちで命を守った村」と題して講義

しました。学生センターＡ棟大講義室が満席

となる 150 人の学生を前に、行政と住民が一

体となって推進した「生命尊重の村づくり」を

映像資料を交えて語る佐々木理事長の熱弁

に、会場は深い感動に包まれました。 
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一
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感
謝 

 

秋
田
県
能
代
市 

 
 

佐 

藤 
 

成 

孝 

様 

千
葉
県
柏
市 

 
 
 
 

山 

根 
 

末 

蔵 

様 

東
京
都
府
中
市 

 
 

東 

浦 
 

康 

友 

様 

盛
岡
市
津
志
田 

 
 
 

長 

野 
 

隆 

行 

様 

秋
田
市
将
軍
野
南 

 

外 

山 
 

宗 

平 

様 

秋
田
県
に
か
ほ
市 

 

阿 

部 

九
一
郎 

様 

一
関
市
萩
荘 

 
 
 

及 

川 
 

和 

男 

様 

東
京
都
町
田
市 

 
 

尾 

崎 
 

裕 

子 

様 

仙
台
市
泉
区 

 
 
 

加 

藤 
 

邦 

夫 

様 

福
井
県
敦
賀
市 

運
営
資
金
支
援
世
話
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋 

本 

ち
と
せ 

様 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

高 

田 
 
 
 

健 

様 

盛
岡
市
中
堤
町 

 
 

高 

橋 
 

芳 

雄 

様 

花
巻
市
南
城 

 
 
 

伊 

藤 
 

幸 

雄 

様 

東
京
都
練
馬
区 

 
 

村 

上 
 

一 

枝 

様 

兵
庫
県
神
戸
市 

 
 

森 

口 
 

育 

子 

様 

盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通 

坪 

川 
 

れ 

い 

様 

西
和
賀
町
沢
内
弁
天 

高 

橋 
 

久 

雄 

様 

同 
 
 

泉
沢 

高 

橋 
 

鋭 

巧 

様 

 
 
 

同 
 

長
瀬
野 

新 

田 
 

晟 

訓 

様 

感謝の心で奉仕活動 
新旧病院の環境整備 

 

本
会
が
呼
び
か
け
た
病
院
周

辺
の
草
刈
り
等
の
奉
仕
活
動
は

町
民
有
志
の
協
力
で
、
今
年
は

新
旧
病
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

６
月
20
日
は
新
病
院
で
（
写

真
下
）、
27
日
は
旧
病
院
で
９
時

か
ら
午
前
中
、
草
刈
り
や
草
取

り
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

27
日
の
旧
病
院
に
来
れ
な
い

町
民
の
中
に
は
、
事
前
に
１
人

分
相
応
の
草
刈
り
を
し
て
行
く

人
も
あ
っ
て
、
今
年
も
「
町
民

の
命
の
砦
」
で
あ
る
病
院
に
感

謝
の
心
を
込
め
た
奉
仕
活
動
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

佐々木理事長 岩大で講義 
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～



      

婦
長
は
私
に
患
者
と
の
間
柄
、
住
所
・

氏
名
・
職
業
な
ど
尋
ね
た
あ
と
、
患
者
の

部
屋
で
飲
酒
し
な
い
よ
う
に
と
注
意
し
、

お
ま
け
に
付
き
添
い
の
ほ
か
は
、
寝
泊
ま

り
は
で
き
ま
せ
ん
と
言
わ
れ
た
。
宿
な
し

だ
と
思
っ
た
ら
し
い
。 

 

ほ
う
ほ
う
の
体
で
婦
長
室
を
出
る
と

今
度
は
院
長
室
に
来
る
よ
う
に
と
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
、
恐
る
恐
る
行
く
と
、
庄

兵
エ
君
は
院
長
と
医
師
ら
し
い
二
・
三
人

の
人
と
飲
み
交
わ
し
て
い
た
。
そ
れ
に
参

加
し
て
院
長
宅
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
れ
が
有
名
な
黒
病
院
長
鈴
木
重 

  

一
博
士
を
知
る
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
三
、
松
川
鉱
山
の
廃
屋
で
、
国
保

直
営
の
診
療
所
と
引
揚
者
授
産
所
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
、
建
物
配
分
の
こ
と

で
時
の
助
役
八
京
恒
治(

故
人)

さ
ん
と
大

論
争
に
な
り
、
八
京
助
役
に
に
ら
ま
れ
て

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

後
で
内
記
伊
八
郎
収
入
役
か
ら
、
厳
重

戒
告
を
受
け
、
助
役
に
謝
っ
た
こ
と
が
あ

る
。 

 

そ
の
四
、
冬
を
目
前
に
し
て
診
療
所
建

設
と
な
り
、
医
師
住
宅
と
診
療
棟
が
で
き

た
が
、
病
棟
分
が
遅
れ
、
や
っ
と
棟
上
げ 

が
終
わ
っ
た
次
の
日
か
ら
雪
降
り
と
な

っ
て
、
二
・
三
日
後
一
夜
に
一
尺
以
上
も

降
っ
た
。
次
の
日
出
勤
し
て
み
る
と
、
棟

上
げ
し
た
病
棟
分
が
ぐ
ら
り
と
つ
ぶ
れ

た
。
久
保
村
長
に
報
告
す
る
と
、
黙
っ
て

聞
い
て
い
た
村
長
が
突
然
自
分
の
机
を

ダ
ン
と
叩
い
て
、
お
前
が
責
任
を
取
れ
、

と
大
喝
さ
れ
た
。
机
の
上
に
あ
っ
た
湯
呑

が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
。 

 

建
築
総
監
督
の
柿
澤
文
九
郎
さ
ん
に

連
絡
し
て
、
役
場
に
来
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
が
、
今
度
は
文
九
郎
さ
ん
に
お
前
ら
み

た
い
に
机
に
座
っ
て
い
る
こ
と
と
違
う
ん 

  

だ
ぞ
と
散
々
食
っ
て
叱
ら
れ
た
。 

医
師
住
宅
が
ほ
ぼ
で
き
て
い
た
の
で
、

倉
庫
代
わ
り
に
窓
ガ
ラ
ス
や
、
曲
り
釘
等

大
事
な
資
材
を
保
管
し
て
置
い
た
と
こ

ろ
が
、
ガ
ラ
ス
十
数
枚
と
釘
が
何
者
か
に

盗
ま
れ
た
。
当
時
、
ガ
ラ
ス
も
釘
も
貴
重

品
で
お
い
そ
れ
と
求
め
ら
れ
な
い
時
代

で
あ
る
。
困
り
果
て
て
内
記
収
入
役
に
相

談
す
る
と
、
清
吉
お
前
は
よ
く
よ
く
人
に

心
配
か
け
る
人
だ
。
助
役
や
村
長
に
知
れ

た
ら
、
今
度
は
首
だ
ぞ
と
叱
ら
れ
た
。 

つ
づ
く 
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旧沢内村の人生楽園文集「あしあと」から 

故高橋清吉さんの  

「私の歩んだ道」 ⑤ 

＜清吉さんの表彰歴 ④＞ 

昭 33.10.26  本村国保事業発展に尽力 

（国保直診 10周年式典・村長表彰） 

63.1.28  人生楽園 15周年・老人クラ 

ブ 25 周年記念貢献感謝状 

63.7.3  障害者福祉を高める活動に貢献 

（第 22回沢内村福祉大会表彰） 

63.7.31  障害者福祉永年功労（第 22回 

岩手県精神薄弱者福祉大会表彰） 

～行政関係表彰の受賞歴 終わり～ 
お目玉続きでも 褒められる機会は職員随一だった 

よ
く
も
懲
り
ず
に
お
目
玉
食
ら
う 


